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おめでとう
ございます

市長表彰者

　

平成五年度の市長表彰者が決まりました。受賞

者は、長年にわたって市政や教育文化、社会福祉

などの充実と発展に貢献された市民の中から、と

くに顕著と認められた方々です。

　

表彰式は、十一月三日の「文化の日」に市役所

で行われます。

自
治
振
興
功
1

　

長
年
に
わ
た
り
、
市
議
会

議
員
と
し
て
、
市
政
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
。

藤田護さん
（66歳・中津川）

野田幾久代さん

（67歳・春日2）

太下墳μん

（69歳・陽明町2）

　

十五年以上にわたり、行政連

絡事務嘱託貝（区長）を務め、

地域の発展に大きく貢献。。

亀井亀一郎出Z．

（51歳・友兼S

長谷川久さん
（69歳・中保）

社
会
事
業
功
1

山田行雄さん
r71歳．元町j

　

二
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て

国
民
年
金
委
員
を
務
め
、
地

域
住
民
へ
の
年
金
啓
発
活
動

に
大
き
く
貢
献
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
、
自

ら
率
先
し
て
社
会
福
祉
の
向

上
に
尽
力
。

高橋順子さん

（71歳・水落町）

杉川芳子｛ん
（66歳・西山）

畑原フサノさん
（64歳・下丁）

三ツ井英治さん
（63歳・陽明町1）

宮田とめをさん
（59歳・伏石）

松田絹＾A／．
ぐ59歳・森目）

松田和子さん
r51歳・ト野j



平成五年度

教
育
文
化
功
1

　

市
史
編
さ
ん
委
員
・
文
化

財
保
護
委
員
を
長
年
務
め
、

貴
重
な
資
料
の
収
集
や
文
化

財
の
保
存
に
尽
力
。

岩崎正さん

（78歳・天神町）

　

四
十
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
、
公
民
館
な
ど
で
舞
踊

教
室
を
開
き
、
舞
踊
芸
術
の

振
興
に
大
き
く
責
献
。

榊原千恵子さん

　

（66歳・福井市）

　

市
・
県
柔
道
連
盟
役
員
、

市
体
育
協
会
副
会
長
を
長
年

務
め
、
組
織
の
強
化
や
優
秀

選
手
の
育
成
に
尽
力
。

砂子三郎さん

　

（50歳・本町）

撤
業
振
興
功
1

　

長
年
、
土
地
改
良
区
の
役

員
を
務
め
、
基
盤
整
備
事
業

の
推
進
に
大
き
く
貢
献
。

前野五郎さん

　

（67歳・森本）

斉藤信さん

（63歳・新塚原）

平間源治さん

　

（59歳・木本）

　

商
店
街
振
興
組
合
の
役
員
を

長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
、
商
店

街
の
環
境
整
備
や
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
。

茜－男さん

（71歳・春日1）

加納貢さん

（68歳・明倫町）

土橋忠男さん

　

（66歳・本町）

小嶋友一さん

　

（71歳・元町）

松本剛さん

（62歳・日吉町）

土蔵舛吉さん

（74歳・春日1）

消防功労

　

長
年
に
わ
た
り
、
市
消
防

団
員
を
務
め
、
各
種
災
害
の

被
害
軽
減
や
住
民
の
防
災
意

識
向
上
に
貢
献
。

木下通雄さん

　

（55歳・下舌）

小嶋儀一さん

　

（56歳・蓑道）

佐々木幸雄さん

　

（58歳・西据）

山田勇さん

（58歳・北御門）

西川昇さん

　

（54歳・開発）

徳
行
卓
越
功
1

　

長
年
に
わ
た
り
、
集
落
の

公
的
施
設
の
清
掃
奉
仕
活
動

を
自
主
的
に
行
い
、
心
豊
か

な
村
づ
く
り
に
貢
献
。

道願よ志のさん

　

（85歳・平沢）
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給一与

　

市職員などの給与は、地方自治法や地方公務員

法の規定に基づいて、市の条例で定められていま

す。平成四年度に支給された市長など市の三役、

市議会議員、市職員の給与を公表します。みなさ

んの目でお確かめください。

…－般職の職員給与費の内訳

　　　　　　　　　

（平成5年度普通会計予算）

■職員数：349人

給与費19億9693万円
－人当たり572万円

籾茨勤勉手当

　

6億460万円 （30．3福

柘で匹

iとし、
工工

1億7102万円 （8．6絢

新料

　

72億2131万円 （6いφ

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当・通勤手当・

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

…人件費の状況

平成4年度
普通会計決算

人件費へ

149億5898万円

人件費

28億4514万円

　　

（19．0％）

…特別職の報酬等の状況

　　　　　　

（平成5年4月1日現在）

区分 給料月額

市長 87万円

助役 72万円

収入役 63万円

区分 報酬月額

議長 41万円

副議長 35万5千円

議貝 33万5千円

期末手当（平成4年度）

6月期1．6ヵ月分

12月期2．1ヵ月分

3月期0．55ヵ月分

計4．25ヵ月分



●職員の平均給料月額と平均年齢
（平成5年4月1日現在）

大野市

平均給料月額

　　

29万4556円

　　

25万6318円

平均年齢

　　

39．8歳

　　

44．0歳

国

平均給料月額

　　

28万4003円

　　

26万2560円

平均年齢

　　

38．7歳

　　

47．9歳

●一般行政職職員の経験年数別・

学歴別平均給料月額呼む年り田ヨu）

●職員手当の状況（平成4年度）

ぐn期ま・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期

12月期

3月期

　1．6ヵ月　

2．1ヵ月

0．55ヵ月

0．6ヵ月

0．6ヵ月　

－

　2．2ヵ月　

2．7ヵ月

0．55ヵ月

計 4．25ヵ月 1．2ヵ月 5．45ヵ月

※職制土の段階、職務の級による加算措置が
あります。

（2）退職手当

区分
支給率

自己の都合 勧奨・定年

最高支給限度額 60．0ヵ月 62．7ヵ月

勁続20年 21．0ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2012万6714円

※一人当たりの平均支給額は、平成4年度に

　

退職した全職種の職員に支給された平均額

　

です。

●一般行政職の級別職員数
（平成5年4月｜日現在）

職員数

231人

●特殊勤務手当の状況（平成4年度）

白職員全体に占める手当支給職員の割合 35．1％

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万320円

し手当の種類 20種類

《多くの職員に支給されている主な手当》

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

④税務事務手当⑤公民館業務手当

●時間外勤務手当の状況（平成4年度）

O給総額 6412万8017円う

し職員一人当たりの平均支給年額 19万6712円じ

（支給対象職員326人）



手
続
き
、
も
う
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当

児
童
手
当
認
定
請
求
書

　

出
生
や
転
入
な
ど
で
、
新
た
に

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、
市

の
窓
口
に
「
児
童
手
当
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

支
給
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
開
始
し
、

支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す

る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

　
　
　

《
添
付
書
類
》

？
年
金
加
入
証
明
書
請
求
者
が

　

被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

　

の
場
合

？
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
前

　

住
所
地
の
市
区
町
村
が
発
行
す

　

る
も
の
で
、
そ
の
年
の
一
月
一

　

日
に
大
野
市
に
住
所
が
な
か
っ

　

た
場
合

▼
印
鑑
、
口
座
番
号
、
そ
の
他

児
童
手
当
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
六
月
中
に
、
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

提
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支

給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　

《
添
付
書
類
》

？
年
金
加
入
証
明
書
請
求
者
が

　

被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

　

の
場
合

？
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
前

　

住
所
地
の
市
区
町
村
が
発
行
す

　

る
も
の
で
、
そ
の
年
の
一
月
一

　

日
に
大
野
市
に
住
所
が
な
か
っ

　

た
場
合

児
童
手
当

　

額
改
定
請
求
書

　

現
在
、
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い

る
人
が
、
出
生
な
ど
の
事
由
に
よ

り
、
支
給
対
象
児
童
が
増
え
た
場

合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
額
改
定
届

　

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い

る
児
童
が
、
年
齢
要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
や
養
育
し
な
く

な
っ
た
場
合
な
ど
、
支
給
対
象
児

童
が
減
っ
た
と
き
は
「
児
童
手
当

額
改
定
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

児
童
手
当
受
給
事
由

　
　
　
　
　
　

消
滅
届

　

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い

る
児
童
す
べ
て
が
、
年
齢
要
件
や

養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
の

理
由
で
、
い
な
く
な
っ
た
場
合
。

ま
た
、
特
例
給
付
の
受
給
者
が
退

職
し
た
場
合
や
受
給
者
が
公
務
員

に
な
っ
た
場
合
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
務
員
の
場
合
は
、
新
た
に
勤

務
先
へ
「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

住
所
変
更
届

　

受
給
者
や
養
育
し
て
い
る
児
童

が
、
同
じ
市
町
村
内
で
住
所
を
変

更
し
た
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

こんなとき、こんな手続き

届出を必要とするとき 届出の種類

出生や転入で、新たに受給
資格が生じたとき

児童手当認定請求書

毎年6月（全受給者） 児童手当現況届

他の市区町村に住所を変わっ
たとき

児童手当受給事由消滅届

児童手当認定請求書

出生などで支給対象児童が
増えたとき

児童手当額改定請求書

年齢要件などで支給対象児
童が減ったとき

児童手当額改定届

年齢要件などで支給対象児
童がいなくなったとき

児童手当受給事由消滅届

特例給付の受給者が退職し
たとき

児童手当受給事由消滅届

受給者が公務員になったと
き

児童手当受給事由消滅届
児童手当認定請求書

住所が変更になったとき 住所変更届

児
童
手
当
の
し
く
み

★
支
給
対
象
三
歳
未
満
の
児
童

　

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
（
所
得
制
限
あ
り
）

　

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
の
制

　

度
改
正
に
よ
り
、
支
給
対
象
と

　

な
る
児
童
の
年
齢
に
つ
い
て
は

　

表
の
よ
う
な
経
過
措
置
が
あ
り

　

ま
す
。

★
手
当
の
額
第
一
子
・
第
二
子

　

＝
月
額
5
0
0
0
円
、
第
三
子

　

以
降
＝
月
額
1
0
0
0
0
円

★
手
当
の
支
給
毎
年
、
二
月
・

　

六
月
・
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前

　

月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

★
特
例
給
付
所
得
制
限
に
よ
り

　

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
サ

　

ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
な
ど

　

の
加
入
者
）
に
つ
い
て
は
、
所

　

得
要
件
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
　

（
児
童
手
当
と
同
額
支
給
）

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

　

雲
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
6

所得制限限度額（参考）

（4人世帯単位：万円）

児童手当 特例給付

所得額 収入額 所得額 収入額

237．6 358．9 453．0 625．0

＊収入額は、所得額に給与所得

　

控除額相当分を加算した額

経過措置

第1子 平成3年1月2日以後に出生 3歳の誕生月まで

第2子

以降

昭和64年1月1日～　　

平成元年12月31日に出生
4歳の誕生月まで

平成2年1月1日～　　

平成2年12月31日に出生
平成5年12月まで

平成3年1月1日以後に出生 3歳の誕生月まで



7i寧7孚フジy’

スポーツ

眉墨報

やったぞ！開成中が初優勝

11月20日に北信越予選会

　

県
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
が
十
月
十
一
日
、
ま

る
お
か
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
開
成
が
中
央
（
鯖
江
市
）
を

破
っ
て
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

前
半
は
互
角
の
戦
い
で
し
た
が

後
半
早
々
に
先
制
点
を
奪
い
、
終

了
間
際
に
も
だ
め
押
し
の
ロ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
快
勝
し
ま
し

た
。
開
成
中
は
十
一
月
こ
十
・
こ

十
一
日
に
、
富
山
県
で
開
催
の
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権
北

信
越
予
選
会
に
出
場
し
ま
す
。

《
優
勝
ま
で
の
戦
績
》

1
回
戦
対
灯
明
寺
9
1
0

2
回
戦
対
坂
＃
1
1
0

3
回
戦
対
森
田
2
－
0

準
決
勝
対
丸
岡
I
－
0

決
勝
対
中
央
2
－
0

無
念
1
大
野
高
校

　

全
国
大
会
出
場
成
ら
ず

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
少

年
・
中
学
・
高
校
の
決
勝
戦
が
開

か
れ
た
た
め
、
県
内
の
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ン
が
大
勢
訪
れ
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
の
切
符
を
か
け
た
決
勝
は
、
大

野
と
丸
岡
が
対
戦
。
前
半
風
上
の

大
野
が
再
三
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

せ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
丸
岡
は

後
半
に
な
っ
て
中
盤
の
ボ
ー
ル
を

支
配
し
て
得
点
。
必
死
に
追
い
す

が
る
大
野
も
、
後
一
歩
及
ば
ず
0

－
2
で
破
れ
ま
し
た
。

　

県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
は
、

下
庄
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
四

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

●
真
名
川
憩
い
の
島
に

　
　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　

真
名
川
憩
い
の
島
で
は
現
在
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
管
理
棟
な
ど
の
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
十
八
コ
ー

ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
四
面
で
、

い
ず
れ
も
野
球
場
の
南
側
に
完
成

し
ま
す
。
管
理
棟
は
、
富
田
大
橋

の
下
流
約
μ
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

完
成
予
定
は
十
こ
月
末
で
、
利
用

開
始
は
来
春
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
「
広
報
お
お
の
」
新
年
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
周
辺
で
の

一
ゴ
ル
フ
練
習
は
厳
禁

　

最
近
、
真
名
川
憩
い
の
島
の

芝
生
で
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
す
る

光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
ク
ラ
ブ

で
芝
生
を
痛
め
ま
す
し
、
危
険

で
す
か
ら
絶
対
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

県
剣
道
連
盟
4
0
周
年
記
念
大
会

市
連
盟
か
ら
四
人
か
選
抜
出
場

　

県
剣
道
連
盟
設
立
四
十
周
年

記
念
大
会
が
九
月
こ
十
三
日
、

県
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
県
内
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
選
手
八
十
四
人
に

よ
る
東
西
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、

東
軍
が
十
四
勝
十
こ
敗
で
勝
ち

ま
し
た
。
市
剣
道
連
盟
か
ら
は
、
次

の
四
人
が
選
ば
れ
、
東
軍

の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
（
写
真
右
か
ら
）

先
鋒
＝
田
中
淑
恵
さ
ん

　

（
有
終
東
小
六
年
・
こ
級
）

十
一
将
＝
福
田
浩
之
さ
ん

　

（
大
野
高
校
教
員
・
四
段
）

こ
十
将
＝
御
堂
河
内
裕
美

子
さ
ん
夭
野
高
校
こ
年
・

初
段
）
こ
十
七
将
＝
金
森

大
輔
さ
ん
（
陽
明
中
こ
年
・

こ
級
）
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あなた流，の膏鮮づぐり

舌
や
の
ど
の
老
化
防
止
に
早
口
言
葉

ボ
ケ
防
止
に
役
立
つ
指
体
操

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
指
の
運
動
や
早
口
言
葉
が
、
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

を
助
け
ま
す
。
簡
単
な
運
動
で
も
、
毎
日
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
毎
日
一
万
歩
を
歩

い
た
り
、
友
だ
ち
と
散
歩
す
る
な
ど
、
あ
な
た
流
の
健
康

づ
く
り
を
今
日
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

『
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
』

と
題
し
た
講
演
会
が
、
先
月
有
終

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

N
H
K
「
ク
イ
ズ
百
点
満
点
」
に

出
演
中
の
輪
嶋
直
幸
さ
ん
で
す
。

　

お
な
じ
み
の
満
点
体
操
や
ク
イ

ズ
を
ま
じ
え
な
が
ら
の
楽
し
い
講

演
で
、
簡
単
に
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
指
体
操
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

早
□
で
言
え
ま
す
か

　
　

「
ら
り
る
れ
ろ
」
を
三
回
続
け

て
早
口
で
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

う
ま
く
言
え
ま
し
た
か
。
「
ら
り

る
れ
ろ
」
の
発
音
は
舌
を
よ
く
使

う
の
で
、
言
い
づ
ら
い
人
は
舌
に

老
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
様

に
「
ぱ
ぴ
ぶ
ぺ
ぽ
」
が
言
い
づ
ら

い
人
は
口
唇
、
「
が
ぎ
ぐ
げ
ご
」
が

言
い
づ
ら
い
人
は
の
ど
が
老
化
し

て
い
ま
す
。
言
い
づ
ら
い
も
の
は

繰
り
返
し
練
習
す
る
と
老
化
防
止

に
役
立
ち
ま
す
。

指
が
う
ま
く
回
せ
ま
す
か

　

右
手
の
親
指
と
左
手
の
親
指
、

右
手
の
人
差
指
と
左
手
の
人
差
指
、

と
い
う
よ
う
に
、
両
手
の
同
じ
指

を
全
部
く
っ
つ
け
ま
す
。
そ
し
て

親
指
だ
け
離
し
そ
の
指
が
ぶ
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
く
る
く
る
回
せ
ま

す
か
。
こ
れ
は
頭
で
こ
う
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
こ
と
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
動
に
移
せ
る
か
ど
う
か
を
み

る
も
の
で
す
。

　

親
指
が
一
番
簡
単
で
、
う
ま
く

で
き
れ
ば
7
0
歳
代
の
敏
捷
性
が
あ

り
ま
す
。
同
様
に
人
差
指
が
で
き

れ
ば
5
0
～
6
0
歳
代
、
小
指
が
で
き

れ
ば
4
0
歳
代
、
中
指
が
で
き
れ
ば

3
0
歳
代
、
薬
指
が
で
き
れ
ば
2
0
歳

代
、
人
差
指
と
中
指
が
同
時
に
で

き
れ
ば
1
0
歳
代
と
な
り
ま
す
。
年

相
応
の
指
が
う
ま
く
回
り
ま
し
た

か
。

　

指
は
脳
の
神
経
と
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
指
を
動
か
す
と

脳
細
胞
が
刺
激
さ
れ
ボ
ヶ
防
止
に

役
立
ち
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
、
お
風
呂
に
つ
か
っ
た
時
、
煮

物
が
煮
え
る
間
な
ど
ふ
だ
ん
の
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
に
、
指
体

操
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
■
H
。
つ
か
。

◆
輪
嶋
流
健
康
づ
く
り

　

輪
嶋
さ
ん
は
、
遊
び
心
一
杯
で

自
己
流
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
参

考
に
し
て
「
～
し
な
き
や
」
と
力

ま
ず
、
日
常
生
活
で
気
楽
に
で
き

る
自
分
な
り
の
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一
笑
・
：
一
日
一
回
笑
う

十
吸
・
・
・
一
日
十
回
深
呼
吸

百
点
・
：
百
点
満
点
の
よ
う
な
指

　
　
　

体
操
を
す
る

千
字
・
・
・
一
日
千
字
書
く

　
　
　

一
日
千
字
読
む

万
歩
…
一
日
一
万
歩
歩
く

皆さんの昔康づぐりを後押しします・保雅センター（酋65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
刄

急増する輸入牛肉

安全性は大丈夫

原産国表示を望む声も

　

輸
入
牛
肉
は
、
自
由
化
と
同
時
に
大
幅
に
増
加
し
、
平

成
四
年
度
の
輸
入
量
は
、
国
産
牛
の
生
産
量
を
上
回
っ
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
日
本
の
食
品
衛
生
法
で
は
、
食
肉
の
抗
生
物

質
・
合
成
抗
菌
剤
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
買
い
物
が
で
き
る
原
産
国
表
示
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

輸
入
牛
肉
は
、
平
成
三
年
四
月

か
ら
の
輸
入
自
由
化
に
と
も
な
い
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

四
年
度
の
輸
入
量
は
四
十
二
万
三

千
ト
ン
で
、
平
成
三
年
度
よ
り
三

〇
％
の
増
と
な
り
、
は
じ
め
て
国

産
牛
の
生
産
量
を
上
回
り
ま
し
た
。

輸
入
は
ど
こ
か
ら
？

　

輸
人
牛
肉
は
、
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
産

は
、
高
級
部
位
「
ロ
イ
ン
」
や
安

価
な
「
ば
ら
」
の
割
合
が
多
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
は
、
全
部
の

部
位
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
育
は
ど
の
よ
う
に
？

　

ア
メ
リ
カ
産
は
、
牧
場
で
生
ま

れ
育
っ
た
小
牛
が
一
年
あ
ま
り
牧

草
飼
育
さ
れ
、
体
重
が
約
三
百
五

十
キ
ロ
に
な
る
と
穀
物
飼
育
さ
れ

ま
す
。
肥
育
期
間
は
平
均
五
～
六

ヵ
月
、
生
後
十
八
～
二
十
ヵ
月
で

肉
用
牛
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
は

ぽ
半
分
の
肥
育
期
間
の
た
め
、
脂

肪
の
少
な
い
赤
身
肉
が
多
く
、
柔

ら
か
い
肉
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
は
、
牧
草

飼
育
の
も
の
が
多
く
、
肉
色
は
濃

く
風
味
は
淡
泊
で
、
肉
質
は
国
内

産
に
比
べ
て
堅
い
よ
う
で
す
。
最

近
は
、
日
本
向
け
に
穀
物
飼
育
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
性
は
大
丈
夫
？

　

肉
牛
の
飼
育
に
は
、
成
長
を
早

め
る
ホ
ル
モ
ン
剤
や
、
病
気
治
療

の
抗
生
物
質
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
E
P
A
（
環

境
保
護
庁
）
と
F
D
A
（
食
品
医

薬
品
局
）
が
農
薬
や
医
薬
品
の
残

留
基
準
や
投
薬
中
止
期
間
な
ど
の

安
全
基
準
を
決
め
ま
す
。
F
S
I

S
（
食
品
安
全
検
査
局
）
で
は
食

品
検
査
法
に
基
づ
き
、
食
肉
加
工

場
に
お
け
る
検
査
や
衛
生
指
導
、

監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
残
留
有
害
物
を
調

べ
る
た
め
に
、
輸
入
肉
質
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
品
衛
生
法
で
は
、
食
肉
に
抗
生

物
質
、
合
成
抗
菌
剤
が
含
ま
れ
て

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
農
薬
に
つ

い
て
は
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
破

棄
、
積
み
戻
し
な
ど
の
措
置
が
取

ら
れ
ま
す
。

輸
入
牛
肉
の
価
格

　

昨
年
九
月
の
全
国
物
価
モ
ニ
タ
ー

調
査
を
み
る
と
、
輸
入
牛
肉
の
価

格
は
、
国
産
に
比
べ
て
二
大
二
割

程
度
安
く
、
モ
ニ
タ
ー
の
半
数
は

輸
入
肉
の
品
質
が
国
産
と
の
間
に

あ
ま
り
差
が
な
い
と
感
じ
て
い
る

　

現
在
、
食
品
衛
生
法
で
は
食
肉

の
原
産
国
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
消
費
者
か
ら
は

「
ぜ
ひ
原
産
国
表
示
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

日本の牛肉輸入量
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い会

頭願こ原
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緬

謳

；・，エー

エ］生白h

：。I

へ

l
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

何杯食べられるかな？

　　　

（そば祭）

ぐるーぷ登場 B－STYLE

　

（ヒースタイル）

心
に
響
く
音
楽
を
求
め
て

　

音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
音
楽

と
共
に
生
き
る
仲
間
が
集
ま
っ
て

四
年
前
に
結
成
さ
れ
た
の
が
B
－

S
T
Y
L
E
。
メ
ン
バ
ー
は
、
リ
ー

ダ
ー
で
ギ
タ
ー
の
シ
ン
ジ
（
松
田

晋
治
さ
ん
）
、
ボ
ー
カ
ル
の
ト
モ

　

（
奥
村
知
光
さ
ん
）
、
ベ
ー
ス
ギ

タ
ー
の
ヒ
ロ
（
森
本
浩
義
さ
ん
）
、

キ
イ
ボ
ー
ド
の
ケ
ン
（
芦
原
健
さ

ん
）
、
ド
ラ
ム
ス
の
ミ
ツ
ル
（
安

田
充
さ
ん
）
の
五
人
で
す
。

　

バ
ン
ド
結
成
の
き
っ
か
け
は
、

松
田
さ
ん
と
安
田
さ
ん
が
偶
然
出

会
い
、
な
に
か
心
に
残
る
音
楽
を

自
分
達
の
手
で
作
ろ
う
と
、
仲
間

を
探
し
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
バ
ン
ド
名
を
、
B
－
S
T
Y

L
E
と
し
た
の
は
、
C
級
の
実
力

か
ら
B
級
を
目
指
し
て
練
習
を
す

る
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
松
田
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

練
習
は
週
に
一
回
、
メ
ン
バ
ー

の
都
合
の
い
い
日
に
、
自
分
た
ち

の
ス
タ
ジ
オ
で
三
時
間
ほ
ど
し
ま

す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
ほ
と
ん

ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
だ
そ
う
で
、
作

詞
・
作
曲
は
お
も
に
松
田
さ
ん
と

奥
村
さ
ん
が
担
当
し
、
編

曲
は
全
員
で
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
ー
ホ
ー
ル
ビ
ー
（
福

井
市
）
で
ラ
イ
ブ
を
開
き
、

大
勢
の
若
者
の
支
持
を
得

て
い
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
、
三
ヵ
月

か
け
て
自
主
製
作
し
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
セ
ッ
ト

　

『
愛
が
夢
を
生
ん
だ
瞬
間

　

（
と
き
）
』
を
、
発
売
す

る
そ
う
で
す
。
来
年
の
三

月
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
C

D
を
作
成
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
I
度
聞
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　

「
こ
れ
か
ら
も
、
人
に
感
動
を

与
え
、
心
に
響
く
い
い
音
楽
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
リ
ー
ダ
ー
の
松

田
さ
ん
。
さ
っ
そ
く
次
の
新
曲
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ヤングコーナー

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で

　

山
道
と
青
春
を
駆
け
る

　

大
野
束
高
校
二
年
の
土
城
孝
一

さ
ん
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で

は
山
岳
部
に
所
属
し
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し
て
い
ま

す
。
休
日
に
は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
で
山
道
を
ツ
ー
リ
ン
グ
し
な

が
ら
、
大
野
の
自
然
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

は
じ
め
て
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
に
出
合
っ
た
の
は
昨
年
の
六
月

だ
そ
う
で
す
。
ガ
タ
ガ
タ
道
を
、

時
速
五
十
キ
ロ
で
走
る
ス
ピ
ー
ド

と
ス
リ
ル
。
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
走

れ
る
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
以
来
、
自
分
の
小
遣

い
は
す
べ
て
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
う

ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
す
。

　

月
に
一
回
、
西
谷
の
小
沢
ま
で

ダ
イ
ダ
ー
ト
の
仲
間
と
ツ
ー
リ
ン

グ
を
し
ま
す
が
、
い
つ
も
は
、
森

山
高
原
ス
キ
ー
場
で
練
習
を
し
ま

す
。
た
ま
に
転
ぶ
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
ス

キ
ー
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

そ
う
で
す
。

　

尊
敬
す
る
人
は
、
自
転
車
の
全

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
柳
原
さ
ん
だ

そ
う
で
す
。
「
大
き
な
大
会
で
上

位
に
人
賞
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
苦
し
く
て
も
早
い
人

の
後
ろ
に
つ
い
て
走
り
、
早
く
夢

を
実
現
し
た
い
で
す
」

と
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
。

　

十
一
月
七
日
に
森
山

高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催

の
『
福
井
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
に
出
場
し
ま
す
。

上
位
に
入
賞
し
、
新
し

い
仲
間
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

土城孝一n

　

（16歳・稲郷）



私屯勺・｀Cこ，そ

ど
う
し
て
降
雪
期
に
工
事
を
？

同

　

毎
年
の
よ
う
に

雪
が
降
る
時
期
に

な
る
と
、
市
内
の

あ
ち
こ
ち
で
道
路
を
掘
り
起
こ
し

た
り
、
用
水
路
の
つ
け
変
え
工
事

を
し
て
い
ま
す
。
通
行
止
め
に
な
っ

た
り
、
迂
回
路
に
な
っ
た
り
と
、

ま
る
で
迷
路
の
中
を
走
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
除

雪
車
で
除
雪
を
す
る
の
に
も
支
障

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
こ
し
、
年
間
を
通
じ
た

工
事
の
発
注
が
で
き
な
い
も
の
で

す
か
。
（
匿
名
希
望
）

　

道
路
・
河
川
改

良
工
事
の
際
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
は

通
行
止
め
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
を
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
工
事
を
発

注
す
る
に
は
ま
ず
予
算
の
内
示
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
現
地
の
測

量
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
現
地
の

状
態
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
地

の
地
権
者
の
了
解
も
得
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
す
べ
て
の
要

件
が
解
決
し
た
段
階
で
、
初
め
て

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

土
地
の
地
権
者
の
理
解
が
容
易

に
得
ら
れ
ず
、
用
地
交
渉
が
難
航

す
る
場
合
や
、
改
良
工
事
の
中
に

水
路
（
用
水
）
が
関
係
し
て
き
ま

す
と
、
工
事
は
農
繁
期
を
避
け
、

農
閑
期
（
降
雪
期
）
に
ず
れ
込
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
工
事
の

発
注
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
極
力
早
期
に
発
注
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
工
事
に
着
手
す
る
際

に
は
、
区
長
を
は
じ
め
関
係
者
の

方
に
周
知
を
図
り
、
ご
理
解
を
得

る
と
と
も
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　

（
建
設
課
長
谷
内
俊
英
）

交
通
安
全
に
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
寄
贈

宮
内
亀
松
之
（
肇
）

田
村
は
つ
え
之
（
蕨
生
）

城
地
う
め
の
之
（
肇
）

　

今
年
も
交
通
安
全
の
願
い
を
こ

め
た
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
一
千
こ

百
個
が
、
蕨
生
の
お
年
寄
り
か
ら

警
察
署
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ッ
ト
は
、
秋
の
交
通
安
全
で

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
ら
れ
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

宮
内
さ
ん
は
三
年
前
の
正
月
、

娘
さ
ん
が
持
っ
て
こ
ら
れ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
に
興
味
を
持
た
れ
、
自
分

で
作
り
始
め
た
そ
う
で
す
。
田
村

さ
ん
と
城
地
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら

宮
内
さ
ん
に
習
い
な
が
ら
作
り
始

め
た
ま
し
た
。

　

材
料
は
、
主
に
梱
包
用
ビ
ニ
ー

ル
ひ
も
で
、
金
魚
や
花
を
器
用
に

編
み
上
げ
て
作
り
ま
す
。
ひ
も
は

ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
で
購
入
さ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
ご
近
所
の
方
が

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

毎
日
、
農
作
業
の
合
間
を
ぬ
っ

て
、
一
つ
一
つ
真
心
を
込
め
て
そ

れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
作
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
数
は
い
ま
ま
で
に
三
千
個
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
何
か
ほ
か
の
人
の
役
に
立
つ

事
を
し
た
い
と
始
め
ま
し
た
が
、

今
で
は
指
先
を
使
う
の
で
ボ
ヶ
防

止
に
な
り
ま
す
」
と
宮
内
さ
ん
は

笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
墨
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

が
知
ら
凭

●
大
野
市
民
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
　

定
期
演
奏
会

日
時
1
2
月
4
日
①
開
場
午
後

　

6
時
3
0
分
開
演
7
時

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
前
売
り
5
0
0
円
、
当

　

日
6
0
0
円

曲
目
フ
イ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
ー
マ

　

ン
ボ
ジ
ヤ
ン
ボ
ー
メ
イ
ン
ス
ト

　

リ
ー
ト
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー

　

ド
ほ
か

問
合
せ
先
土
屋
（
豊
6
6
・
3
3

　

2
2
）

　

※
前
売
り
券
は
、
1
1
‥
一
月
初
旬
か

　
　

ら
発
売

●
糖
尿
病
・
高
血
圧
向
け

　
　
　

の
お
せ
ち
料
理
教
室

　

食
事
制
限
を
必
要
と
さ
れ
る
方

も
、
お
正
月
料
理
を
楽
し
め
る
よ

う
「
体
に
や
さ
し
い
お
せ
ち
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
2
月
1
5
日
④
午
前
9
時
～

　

1
2
時

会
場
有
終
会
館
2
0
9
号
室

定
員
先
着
3
0
名

参
加
費
7
0
0
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
。

　

筆
記
用
具

問
合
せ
・
申
込
先
尾
崎
病
院
栄

　

養
管
理
室
（
容
6
6
・
3
0
6
7
）



みんながんばれ！公立幼稚園連合運動会

　

エキサイト広場体育館で10月2日、

公立幼稚園連合PTA親子運動会が開

かれました。「がんばれ、がんばれ」

の大声援の中、友だちとかけっこ競争

をしたり、お父さんやお母さんと仲よ

くダンスをしたり、トンネルくぐりを

したりして楽しい一日を過ごしました。

みんな、新しい友だちがたくさんでき

たかな。

’二y．：：S・温‥liま。

　　

一

ゆかいな出し物で大笑い

　

福祉施設演芸会

　

市内の福祉施設が一同に参加しての

演芸会が10月9日、市民会館大ホール

で開かれました。施設で練習してきた

歌や踊りを、家族や仲間に披露してお

互いの連帯を深めるこの演芸会。今年

もゆかいな踊りやカラオケの熱唱、エ

アロビクスが繰り広げられました。満

員の会場からは、笑いの渦や大きな拍

手がわきあかっていました。

秋
の
奥
越
路
さ
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

1
0
月
2
日
・
3
日
の
両
日
、
中
部
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
県
大
会
が
大
野
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
中
部
7
県
か
ら
約
2
7
0
人

が
参
加
し
、
有
終
会
館
を
出
発
。
御
清
水
、
七
間
朝
市
、
越
前
大
野
城
な
ど
を

訪
れ
た
あ
と
勝
山
越
前
大
仏
、
黒
谷
観
音
の
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
六
呂
師

高
原
ま
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

市民健康ウォーク

　　

秋風を体に感じて

　

1
0
月
1
0
日
、
市
民
健
康
ウ
ォ
ー
ク

が
開
か
れ
、
1
歳
か
ら
9
1
歳
の
お
年

寄
り
ま
で
約
3
5
0
人
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
さ
ん
、
か
め

さ
ん
の
2
コ
ー
ス
に
別
れ
て
、
秋
の

風
情
を
満
喫
し
な
が
ら
行
進
。
ふ
れ

あ
い
公
園
で
は
、
お
い
し
そ
う
に
お

に
ぎ
り
や
み
そ
汁
を
食
べ
た
り
、
健

康
か
る
た
取
り
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
グ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

どつちに行くのかな？

ウォークラリー大会

　

交
差
点
や
分
岐
点
が
書
か
れ
た
コ
ー

ス
図
を
見
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

が
1
0
月
‥
1
1
1
1
一
日
、
亀
山
公
園
一
帯
で
開

か
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
部
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
に
約
4
0
0
人
が
参
加
。

5
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
探
し

や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ち
な
ん
だ
5
つ
の

課
題
を
解
い
た
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、

玉
入
れ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
、
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

自己（硲瞳湯



勁思（硲咀湯

新
発
見
・
新
体
験
リ
ソ
ー
ト
・
I
n
六
呂
師

　
　

「
う
れ
し
く
て
・
た
の
し
く
て
・
た
ま
ら
な
い
ぽ
く
ら
の
新
発
見
・
新
体
験
」

を
テ
ー
マ
に
1
0
月
3
日
、
六
呂
師
高
原
す
す
き
祭
が
開
幕
し
、
大
勢
の
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
シ
ー
ン
で
空
の
上
か

ら
高
原
を
見
お
ろ
し
た
り
、
ご
ん
だ
汁
や
牛
乳
、
笹
寿
司
、
い
も
田
楽
の
並
べ

ら
れ
た
す
す
き
茶
屋
で
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お酒は楽しく飲もう

大野好酒連設立総会

　

1
0
月
1
日
は
「
酒
の
日
」
。
こ
の

日
に
ち
な
ん
で
、
酒
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
酒
の
楽
し
い
飲
み
方
を
探
求
す

る
「
大
野
好
酒
連
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
日
ご
ろ
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
、
よ
い
酒
飲
み
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
、
2
9
人
の
会
員
が
集
合
。

会
則
や
行
事
計
画
を
決
め
た
後
、
さ
っ

そ
く
地
酒
の
鑑
評
会
で
段
位
を
決
め

て
い
ま
し
た
。

そば祭開催

もうお腹がいっぱい

　

1
0
月
1
7
日
、
有
終
会
館
で
恒
例
の

大
野
麺
類
組
合
主
催
そ
ば
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
越
前
お
ろ
し
そ
ば
の

食
べ
放
題
、
手
打
ち
そ
ば
体
験
、
早

食
い
競
争
、
そ
ば
の
創
作
品
の
展
示

な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
。
大
勢
の
そ
ば

好
き
の
市
民
が
詰
め
か
け
、
何
杯
も

お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
4
0

0
0
食
用
意
さ
れ
た
お
ろ
し
そ
ば
も

あ
っ
と
い
う
ま
。
一
日
そ
ば
ざ
ん
ま

い
で
、
味
覚
の
秋
を
満
喫
。

かわいい天使達が

清和園・和光園慰問

　

10月16日、南部児童センターを利用

している、保育園児から小学校6年生

までの子供たち29人が、清和園・和光

園を慰問しました。この日のために練

習を重ねてきた、ちびくろサンボの劇

やオーレチャンプなどの歌と踊りを披

露しました。会場のお年寄りたちも手

拍子を取りながら、童心にかえったよ

うに喜んでいました。

1べ斤な話顕をお知らせ01どさい。

楽しい銅板画を

手先のリハビリに活用

　

市保健センターでは、今年の作業療

法として、手先のリ六ビリに効果があ

る銅板画づくりを採用しました。機能

回復訓練を受けている障害者ら20人が、

作業療法士から作業の手順を聞いた後、

さっそく用意した図柄に挑戦。不自由

な手を操りながらも、銅板に模様が浮

かび上がると、うれしそうな表情で見

せ合っていました。



お
知
ら
せ

11月

・
青
年
海
外
協
カ
隊

　
　

平
成
5
年
度
秋
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協

力
事
業
団
の
実
施
す
る
政
府
事
業

で
す
。
ア
ジ
ア
の
国
々
の
新
し
い

国
造
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

資
格
2
0
歳
以
上
3
9
歳
ま
で
日
本

　

国
籍
を
も
つ
青
年
男
女

募
集
期
間
1
0
月
1
5
日
面
犬
1
1
月

　

3
0
日
⑧

募
集
規
模
農
林
水
産
・
加
工
・

　

土
木
建
築
・
保
健
衛
生
等
の
7

　

部
門
、
約
1
0
0
0
名

派
遣
期
間
原
則
と
し
て
2
年
間

説
明
会
の
日
程
H
月
1
9
日
図

　

1
8
：
3
0
～
2
1
：
0
0
有
終
会
館

　

3
0
3
号
室

間
合
先
福
井
県
県
民
生
活
部
国

　

際
交
流
課
（
容
0
7
7
6
・

　

2
2
・
n
乙
1
1
1
）

・
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　

追
加
受
付
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
平
成
6
年
度
に
発
注

す
る
建
設
工
事
の
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す

資
格
審
査
を
申
請
で
き
る
者
？

　

県
に
対
し
て
新
規
に
申
す
る
者

　

▼
業
種
の
追
加
を
申
請
す
る
者

　

？
平
成
4
年
度
に
お
い
て
申
請

　

し
た
者
の
う
ち
資
格
が
な
い
と

　

さ
れ
た
者

提
出
期
間
①
県
内
に
本
店
を

　

有
す
る
建
設
業
者
（
同
時
に
建

　

設
業
法
に
基
づ
く
経
営
事
項
審

　

査
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

　

す
）
＝
1
0
月
1
日
～
1
月
1
4
日

　

②
県
内
に
建
設
業
法
上
認
め
ら

　

れ
た
営
業
所
を
有
す
る
県
外
建

　

設
業
者
＝
1
月
5
日
～
2
月
2
8

　

日
③
県
内
に
建
設
業
法
上
認
め

　

ら
れ
た
営
業
所
を
有
し
な
い
県

　

外
建
設
業
者
＝
1
月
5
日
～
2

　

月
2
8
日
④
測
量
等
業
者
・
道
路

　

清
掃
業
者
＝
1
月
5
日
～
2
月

　

2
8
日

提
出
先
①
・
②
各
土
木
事
務
所

　

総
務
課
②
・
④
県
土
木
部
監
理

　

課
資
格
有
効
期
間
1
年
間

●
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ

　
　
　
　
　
　

・
I
n
沖
縄

沖
縄
に
滞
在
す
る
ア
メ
リ
カ
人

生
徒
宅
に
滞
在
し
、
お
互
い
の
理

解
と
交
友
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

日
程
1
2
月
2
5
日
①
～
1
月
1
日

　

①
（
7
泊
8
日
）

対
象
小
学
4
年
～
中
学
3
年

定
員
7
0
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
切
‥
1
1
1
1
一
月
2
4
日
水

問
合
せ
…
申
込
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
暑
1
6
0
新
宿
区

　

四
谷
2
1
い
‥
1
1
大
村
ビ
ル
3
階
豊

　

0
3
・
3
3
5
9
…
8
4
2
1
）

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

現
地
青
少
年
と
共
通
体
験
、
交

流
を
通
じ
て
国
際
的
視
野
と
感
覚

を
養
い
、
将
来
の
国
際
社
会
を
担

う
青
少
年
の
育
成
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
1
2
月
2
6
日
⑥
～
1
月
6
日

　

④
盲
泊
1
2
日
）

対
象
小
学
5
年
～
高
校
3
年

定
員
3
0
人

締
切
1
1
月
2
5
日
④

問
合
せ
・
申
込
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
唇
1
6
0
新
宿
区

　

四
谷
2
1
1
1
H
大
村
ビ
ル
3
階
豊

　

0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

・
自
動
車
事
故
被
害
者
に

　

対
す
る
援
護
制
度

《
介
護
料
の
支
給
》

要
件
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
障

　

害
を
生
じ
常
時
介
護
を
必
要
と

　

す
る
者
（
医
師
の
診
断
・
証
明

　

必
要
）

支
給
金
額
（
日
額
）
人
院
4
0

　

0
0
円
自
宅
療
養
2
0
0
0
円

　
　

《
育
成
資
金
の
貸
出
》

対
象
者
自
動
車
事
故
で
死
亡
・

　

重
度
後
遺
障
害
者
の
0
歳
か
ら

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
供

貸
付
金
額
一
時
金
1
4
6
0
0

　

0
円
毎
月
1
8
0
0
0
円

利
子
無
利
子

返
還
方
法
2
0
年
均
等
払
い

　

※
問
合
せ
・
申
込
先
自
動
車

　

事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
井
支
所

　
　

（
福
井
市
大
手
3
1
1
1
1
1
1
1
－
1
7
豊

　

0
7
7
β
0
・
2
2
・
r
n
y
0
0
r
n
y
）

…
暴
カ
追
放

　
　

大
野
市
民
大
会

　

暴
力
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
暴
力
追

放
大
野
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
日
時
1
1
月
1
3
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
（
1
時
か
ら
受
付
）

会
場
有
終
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
？
優
秀
標
語
の
表
彰
▼
講

　

演
会
「
暴
力
団
か
ら
被
害
に
あ

　

わ
な
い
た
め
の
心
構
え
」
？
福

　

井
県
警
音
楽
隊
演
奏

交通
安全

聶
び
い

手
軽
な
バ
イ
ク
だ
が

　
　

慎
重
運
転
を
I
・

　

最
近
、
市
内
で
バ
イ
ク
の
死

亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

バ
イ
ク
は
、
自
転
車
の
よ
う
に

手
軽
に
乗
れ
る
た
め
大
変
便
利

で
す
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
が

出
る
上
に
体
が
露
出
し
て
い
る

た
め
、
交
通
量
の
多
い
道
路
な

ど
で
ひ
と
た
び
事
故
に
な
る
と

死
亡
事
故
な
ど
の
大
事
故
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
バ
イ
ク
に
乗

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

？
J
－
S
・
S
・
S
G
マ
ー
ク

　

の
つ
い
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

を
被
り
、
顎
紐
を
し
っ
か
り

　

締
め
る
。

？
昼
間
も
点
灯
し
、
目
立
つ
服

　

装
を
す
る
。
（
夜
間
は
反
射

　

材
製
品
を
身
に
つ
け
る
。
）

？
交
差
点
で
は
、
十
分
安
全
確

　

認
を
し
て
、
曲
が
っ
た
り
直

　

進
す
る
。

？
曲
が
り
角
で
は
バ
ラ
ン
ス
が

　

崩
れ
や
す
い
の
で
必
ず
ス
ピ
ー

　

ド
を
落
と
す
。

　

統
計
上
、
二
輪
車
事
故
は
、

自
分
に
過
失
が
な
く
て
も
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

気
楽
な
気
持
ち
で
乗
ら
ず
、
慎

重
な
運
転
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
離
婚
で
別
れ
た
親
と

　

子
供
の
面
会
に
つ
い
て

　

離
婚
し
た
親
が
、
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
子
供
と
面
会
な
ど
の
方

法
で
親
子
の
交
流
を
す
る
事
を

　

「
面
接
交
渉
」
と
呼
び
ま
す
。

　

面
接
交
渉
は
、
離
婚
後
も
親
子

の
触
れ
合
い
を
維
持
し
、
子
供
の

健
全
な
成
長
を
図
る
と
い
う
意
義

を
も
つ
反
面
、
父
母
と
の
間
に
対

立
感
情
な
ど
が
残
っ
て
い
る
と
、

子
供
に
大
き
な
精
神
的
負
担
を
も

た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
面
接
交
渉

に
関
し
て
子
供
の
福
祉
を
重
視
し

た
内
容
の
取
り
決
め
が
さ
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
り
、
面
接
交
渉
を
行

う
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
父
母

に
助
言
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
一

番
大
切
な
の
は
、
離
婚
し
た
親
同

士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
、

子
供
の
幸
せ
を
考
え
て
協
力
し
合

ヽ
つ
こ
と
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
家
庭
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
a
0
7

7
6
・
2
2
・
5
0
0
0
）
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　

年
金
の
届
出
を

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
ご
主
人
の
扶
養
家
族
と

な
っ
て
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満

の
奥
さ
ん
は
、
届
出
を
す
る
こ
と

で
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
ご
主

人
の
加
入
し
て
い
る
年
金
の
制
度

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
ご
自

分
で
納
め
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。

　

今
ま
で
勤
め
て
い
た
方
が
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と
な
り
、

ご
主
人
の
扶
養
家
族
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
ご
自
身
の
国
民
年
金
へ

の
加
入
手
続
き
と
、
第
三
号
被
保

険
者
と
な
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
ま
ま
こ
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
国
民

年
金
を
納
め
た
期
間
と
な
ら
ず
将

来
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
・
内
線

4
5
6
）
ま
で

●
1
1
月
9
日
は

　
　
　

「
1
1
9
番
の
日
」

　

火
災
や
、
救
急
な
ど
で
「
1
1

9
番
」
通
報
す
る
と
き
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
火
災
・
救
急
の
区
別
最
初
に

　
　

「
火
事
で
す
」
「
救
急
で
す
」
と

　

は
っ
き
り
言
う
。

▼
場
所
を
正
し
く
住
所
は
正
し

　

く
、
く
わ
し
く
。
目
印
に
な
ろ

　

店
の
名
前
な
ど
も
言
い
、
わ
か

　

り
や
す
く
場
所
を
伝
え
る
。

▼
状
況
を
正
確
に
火
災
や
事
故

　

の
状
況
を
、
正
確
に
分
か
り
や

　

す
く
言
う
。
（
火
災
・
：
何
か
燃

　

え
て
い
る
の
か
救
急
・
：
交
涌

　

事
故
で
車
に
何
人
と
し
込
め
ら

　

れ
て
い
る
の
か
）

▼
通
報
者
名
も
「
私
の
氏
名
は

　

○
○
○
○
で
す
。
電
話
番
号
は

　

△
△
－
ロ
ロ
ロ
ロ
で
す
」
と
涌

　

報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
市
葬
斉
場
の
進
入
路

　

1
1
月
か
ら
改
良
工
事
着
手

　

市
で
は
、
葬
斉
場
進
入
路
の
改

良
工
事
を
‥
1
1
月
か
ら
着
手
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
も
、
車
両
の
通
行

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配
慮
い
た

し
ま
す
。
道
幅
も
広
く
な
り
、
来

春
の
舗
装
工
事
で
完
了
と
な
る
予

定
で
す
。

●
1
1
月
1
1
日
か
ら
は

　
　
　

「
税
を
知
る
週
間
い

　

税
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

　

‥
1
1
月
い
一
1
1
日
か
ら
1
7
日
ま
で
が

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
こ
の

一
環
と
し
て
次
の
行
事
を
行
い
ま

す
。
◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
1
1
月
6
日
①
午
前
1
0
時
よ

会
場
有
終
会
館

　
　

（
大
野
産
業
フ
ェ
ア
会
場
）

◆
税
に
関
す
る
作
品
展
示

期
間
1
1
月
1
1
日
④
～
1
7
日
④

会
場
大
野
リ
ブ
レ

●
財
形
教
育
融
資
の

　
　
　
　
　

ご
案
内

　

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
財
形

貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
の
本
人

ま
た
は
親
族
進
学
に
必
要
な
教
育

資
金
の
融
資
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
費
用
入
学
金
、
授

　

業
料
、
教
科
書
代
、
居
住
費
用

対
象
と
な
る
教
育
施
設
高
等
学

　

校
、
短
大
、
大
学
、
各
種
学
校

融
資
額
財
形
残
高
の
5
倍
以
内

　

の
進
学
資
金
・
修
学
資
金

融
資
条
件
返
済
期
間
6
年
以
内

　

融
資
利
率
固
定
金
利
年
5
・
5

　

2
％
（
9
月
＜
N
1
日
現
在
）

申
込
財
形
教
育
融
資
業
務
取
扱

　

店
の
金
融
機
関

問
合
せ
先
福
井
雇
用
促
進
セ
ン

　

タ
ー
（
福
井
市
大
手
2
－
7
－

　

1
5
安
田
生
命
福
井
ビ
ル
4
階
≫

　

0
7
7
V
D
・
2
5
．
。
―
I
0
5
0
0
O
O
）

県の最低賃金が日額4，500円に
一最低賃金は必ず守つてくださいー
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パ
ー
ク
製
炭
工
場

　

木
本
か
ら
宝
慶
寺
へ
行
く
途
中
に
、
大
野

市
森
林
組
合
パ
ー
ク
製
炭
工
場
が
あ
り
ま
す

上
庄
地
区
吉
に
は
同
組
合
の
チ
ッ
プ
ス
エ
場

が
あ
り
ま
す
が
、
木
の
皮
は
捨
て
場
に
困
っ

て
い
ま
し
た
。
今
井
で
は
十
年
前
か
ら
鶏
糞

や
牛
糞
を
混
ぜ
て
パ
ー
ク
堆
肥
を
作
っ
て
い

た
の
で
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、
岐
阜
県
白

鳥
町
の
工
場
を
見
学
す
る
な
ど
し
て
昨
年
九

月
に
パ
ー
ク
製
炭
の
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

従
来
、
木
炭
は
燃
料
と
し
て
生
産
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
パ
ー
ク
炭
は
土
地
改
良
剤
と

し
て
使
用
さ
れ
、
土
中
の
水
分
と
温
度
を
調

整
す
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
粒
の
大
き
さ

で
A
型
と
B
型
の
こ
種
類
あ
り
ま
す
が
、
野

菜
、
大
豆
、
花
木
、
果
樹
園
な
ど
に
土
に
混

ぜ
て
使
い
ま
す
。
肥
料
の
よ
う
に
短
期
間
に

効
果
は
表
れ
ま
せ
ん
が
、
根
の
発
育
が
良
く

な
り
、
生
物
そ
の
も
の
に
活
力
が
湧
い
て
く

る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

縦
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
I
メ
ー
ト
ル
に
区
切
ら
れ
た
仕
切
り
の

中
の
樹
皮
は
、
約
一
週
間
か
け
て
炭
化
さ
せ

ま
す
。
こ
十
四
時
間
操
業
な
の
で
、
係
員
が

交
替
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
製
炭
工
場
の
奥

に
は
、
木
炭
を
粉
砕
す
る
装
置
の
棟
が
あ
り
、

そ
こ
で
袋
詰
に
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
種
類
の
工
場
は
全
国
で
も
十
ヵ
所
く

ら
い
あ
り
、
販
路
開
拓
は
こ
れ
か
ら
で
営

業
ペ
ー
ス
に
乗
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

新
し
い
知
事
公
舎
の
床
下
の
防
湿
剤
と
し
て

の
注
文
も
あ
り
、
河
川
の
水
の
浄
化
作
用
に

も
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
事
務
所
の
壁
に

は
、
上
月
下
旬
に
岩
手
県
久
慈
市
の
九
戸
高

原
で
行
わ
れ
た
「
日
本
木
炭
サ
ミ
ッ
ト
」
の

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，334世帯 O世帯

41，857人 △5人

人口 男 20，020人 1人

女 21，837人 △6人

9月中の異動
転入 38人 出生 37人

転出 60人 死亡 20人

市内の交通事故状況（nヵヽら4）

件数内訳
平成5年　
9月末
平成4年　
9月末 増減

総件数 382件 354件 28件

人身

事故

件数 93件 111件 △18件

死者 4人 8人 △4人

傷者 133人 155人 △22人

物損事故 289件 243件 46件

表
紙
の
こ
と
ば

　

小
山
地
区
の
老
人
会
「
福
寿

会
」
が
招
待
す
る
園
児
の
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
。
今
年
も
市
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
か
ら
、
約
4

0
0
人
の
園
児
が
参
加
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
ら
が
丹
精
込
め
た
サ

ツ
マ
イ
モ
が
顔
を
出
す
と
大
歓

声
。
ジ
ャ
ン
ボ
イ
モ
が
見
つ
か

る
と
、
力
を
合
わ
せ
て
掘
り
出

し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
J
リ
ー
グ

人
気
の
影
響
か
、
若
者
の
間
で

は
サ
ッ
カ
ー
が
大
流
行
。
開
成

中
学
校
の
北
信
越
大
会
で
の
ご

健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。
自
分

に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
づ

く
り
を
し
、
若
者
に
負
け
な
い

体
力
・
気
力
で
広
報
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
鉱
崎
）

l民見i弓・

　

先
日
、
母
方
の
実
家

へ
5
0
回
忌
の
法
事
に
出

か
け
た
時
の
こ
と
。
読

経
が
終
っ
て
一
息
入
れ

た
住
職
が
、
立
ち
あ
が

り
ざ
ま
に
座
ぶ
と
ん
の

前
に
手
を
つ
き
、
こ
・
三
度
深
々
と
頭
を
下
げ

ら
れ
た
。
「
お
や
つ
？
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
に

こ
や
か
な
顔
の
住
職
は
「
足
が
し
び
れ
よ
っ
て
、

こ
け
る
か
と
思
っ
た
。
い
い
あ
ん
ば
い
に
こ
の

座
ぶ
と
ん
に
頭
が
つ
け
ら
れ
て
助
か
っ
た
わ
。

座
ぶ
と
ん
に
感
謝
、
感
謝
」
と
、
さ
り
げ
な
く

笑
い
を
誘
っ
て
退
座
さ
れ
た
▼
翌
日
、
某
住
職

に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
ら
「
あ
の
座
は
本
来
、

釈
迦
の
座
る
高
座
。
心
得
て
お
ら
れ
る
住
職
だ

か
ら
こ
そ
、
仏
弟
子
と
し
て
ひ
ざ
ま
ず
き
、
感

謝
の
礼
拝
を
さ
れ
た
の
で
す
よ
」
と
教
え
ら
れ

た
▼
今
は
亡
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
谷
川
如

是
閑
は
子
ど
も
の
頃
、
父
の
居
間
に
入
ろ
う
と

し
て
い
た
母
が
、
そ
こ
に
落
ち
て
い
た
一
片
の

紙
く
ず
を
大
切
に
拾
い
あ
げ
、
し
わ
を
の
ば
し
、

四
つ
折
り
に
し
て
お
し
頂
い
た
あ
と
、
ふ
と
こ

ろ
に
仕
舞
い
込
ん
だ
姿
に
感
銘
。
以
来
、
物
か
」

大
切
に
す
る
習
慣
が
出
来
て
し
ま
っ
た
と
多
く

の
人
に
語
っ
た
そ
う
だ
▼
最
近
は
女
性
の
社
会

進
出
が
進
ん
で
、
母
親
が
専
業
主
婦
と
し
て
子

育
て
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
た
。

し
っ
か
り
抱
い
て
や
る
乳
幼
期
に
母
親
か
ら
離

さ
れ
、
下
に
降
ろ
し
て
自
立
さ
せ
る
時
期
に
せ

や
か
さ
れ
続
け
、
生
活
の
規
範
も
知
ら
な
い
ま

ま
社
会
的
未
熟
児
に
育
っ
て
い
く
▼
誤
っ
た
子

育
て
か
ら
く
る
負
債
に
な
げ
く
こ
と
の
な
い
よ

う
親
自
身
、
無
言
の
教
え
が
手
本
を
と
な
る
指

導
者
で
あ
り
た
い
と
、
わ
が
身
を
ふ
り
か
え
っ

て
思
う
日
々
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1
）
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